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―
―
役
割
を
教
え
て
ほ
し

い
。「当

協
会
は
ド
ラ
イ
バ
ル
ク

船
を
所
有
す
る
船
主
の
利
益
を

擁
護
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
１

９
８
０
年
に
英
ロ
ン
ド
ン
で
設

立
さ
れ
た
。
会
員
が
安
全
を
確

保
し
な
が
ら
、
高
品
質
な
サ
ー

ビ
ス
を
顧
客
に
提
供
す
る
こ
と

を
支
援
す
る
。
環
境
規
制
へ
の

対
応
の
重
要
性
も
増
し
て
い

る
」「ド

ラ
イ
バ
ル
ク
船
の
船
腹

量
は
１
万
３
０
０
０
隻
以
上

（
１
万
重
量
㌧
以
上
）
に
上
る
。

最
も
船
腹
量
が
多
い
セ
ク
タ
ー

だ
が
、
他
の
セ
ク
タ
ー
に
比
べ

て
発
言
力
が
大
き
い
と
は
言
え

な
い
。
コ
ン
テ
ナ
船
や
タ
ン
カ

ー
ほ
ど
注
目
を
集
め
る
こ
と
も

な
い
」

「
約
１
５
５
社
の
船
主
、
船

舶
管
理
会
社
、
運
航
会
社
が
加

盟
し
て
い
る
。
加
盟
会
社
の
保

有
船
は
約
３
２
０
０
隻
に
達
す

る
。
Ｉ
Ｍ
Ｏ（
国
際
海
事
機
関
）

な
ど
の
規
制
当
局
に
対
し
、
当

セ
ク
タ
ー
が
抱
え
る
課
題
と
そ

の
解
決
策
を
業
界
の
特
性
を
踏

ま
え
て
伝
え
て
い
る
」

―
―
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
船
ビ
ジ

ネ
ス
の
特
性
と
は
。

「
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
船
は
航
海

ご
と
に
航
路
が
異
な
る
ト
ラ
ン

プ
モ
デ
ル
が
一
般
的
だ
。
さ
ま

ざ
ま
な
国
・
地
域
の
港
に
寄
港

す
る
た
め
、
他
の
セ
ク
タ
ー
と

は
異
な
る
問
題
に
直
面
す
る
。

貨
物
の
種
類
は
１
０
０
０
種
類

以
上
に
上
り
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切

に
輸
送
お
よ
び
取
り
扱
わ
れ
る

必
要
が
あ
る
」

「
発
展
途
上
国
の
港
に
寄
港

す
る
機
会
も
多
い
。
港
湾
設
備

が
国
際
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
そ
う
い
っ

た
港
で
の
運
用
は
困
難
を
極
め

る
。
船
主
、
運
航
会
社
、
船
員

に
大
き
な
負
担
が
か
か
っ
て
い

る
」「船

主
、
運
航
会
社
、
船
員

が
直
面
す
る
課
題
を
集
約
し
、

Ｉ
Ｍ
Ｏ
な
ど
の
規
制
当
局
に
対

し
て
解
決
策
を
訴
え
て
い
く
。

問
題
の
重
要
性
を
理
解
さ
せ
、

行
動
を
促
す
こ
と
で
、
安
全
で

高
品
質
な
貨
物
輸
送
の
確
保
を

目
指
し
て
い
る
」

―
―
安
全
性
の
向
上
に
長
年

取
り
組
ん
で
き
た
。

「
私
が
海
運
業
界
で
キ
ャ
リ

ア
を
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
、
多
く

の
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
船
に
安
全
性

の
問
題
が
あ
っ
た
。
多
く
の
船

が
失
わ
れ
、
多
く
の
船
員
が
命

を
落
と
し
た
。
90
年
代
に
は
安

全
問
題
が
さ
ら
に
深
刻
化
し

た
」「Ｉ

Ｍ
Ｏ
や
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ｓ
（
国

際
船
級
協
会
連
合
）、
Ｉ
Ｃ
Ｓ

（
国
際
海
運
会
議
所
）、
イ
ン
タ

ー
タ
ン
コ
（
国
際
独
立
タ
ン
カ

ー
船
主
協
会
）
な
ど
他
の
国
際

団
体
と
協
力
し
、
船
舶
の
建
造

と
運
航
の
安
全
基
準
の
策
定
に

関
与
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
努

力
が
実
り
、
事
故
は
減
少
傾
向

に
あ
る
」

新
品
質
管
理
基
準

―
―
新
し
い
品
質
管
理
基
準

「
Ｄ
ｒ
ｙ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
」
を
豪
ラ
イ

ト
シ
ッ
プ
と
開
発
し
た
。

「
船
主
と
船
舶
管
理
会
社
が

自
己
評
価
す
る
た
め
の
シ
ス
テ

ム
で
、
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
・
セ
ン

タ
ー
・
オ
ブ
・
エ
ク
セ
レ
ン

ス
（
Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ｅ
）
と
い
う
独
立

し
た
組
織
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ

る
。
業
界
全
体
の
安
全
性
や
そ

の
他
の
面
で
の
品
質
向
上
が
目

的
だ
」

「『
Ｄ
ｒ
ｙ
Ｂ
Ｍ
Ｓ
』
の
ユ
ニ

ー
ク
な
点
は
、
船
主
と
用
船
者

が
共
同
で
船
舶
の
品
質
や
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
評
価
す
る
基
準

を
策
定
し
た
こ
と
だ
。
評
価
項

目
は
人
材
、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、

設
備
、
プ
ロ
セ
ス
な
ど
13
カ
テ

ゴ
リ
ー
に
分
か
れ
て
い
る
」

「
Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ｅ
は
自
己
評
価
を

査
定
・
検
証
す
る
た
め
の
独
立

し
た
監
査
体
制
を
確
立
す
る
。

船
主
の
代
表
が
Ｄ
Ｂ
Ｃ
Ｅ
の
理

事
会
に
席
を
持
つ
こ
と
が
重
要

で
、
こ
れ
に
よ
り
彼
ら
の
利
益

が
常
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
が
保

証
さ
れ
る
」

Ｃ
Ｉ
Ｉ
は
非
効
果
的

―
―
最
近
、
力
を
入
れ
て
い

る
取
り
組
み
は
。

「
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
Ｃ
Ｉ
Ｉ
（
燃
費

実
績
格
付
け
制
度
）
が
課
題
の

一
つ
だ
。
Ｃ
Ｉ
Ｉ
は
既
存
船
を

年
間
の
Ｇ
Ｈ
Ｇ
（
温
室
効
果
ガ

ス
）
排
出
量
、
実
質
的
に
は
燃

料
消
費
性
能
に
基
づ
き
５
段
階

で
評
価
し
、
低
評
価
の
船
は
改

善
計
画
を
提
出
し
、
認
定
機
関

の
承
認
を
得
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
」

「
わ
れ
わ
れ
は
Ｃ
Ｉ
Ｉ
が
船

舶
の
環
境
影
響
を
評
価
す
る
効

果
的
な
方
法
で
は
な
い
こ
と
を

十
分
に
認
識
し
て
い
る
。
例
え

ば
紅
海
で
の
イ
エ
メ
ン
の
武
装

組
織
フ
ー
シ
に
よ
る
攻
撃
を
受

け
、
多
く
の
船
が
ス
エ
ズ
運
河

を
回
避
し
航
海
距
離
が
伸
び
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｃ
Ｉ
Ｉ
は

改
善
さ
れ
た
。
ト
ラ
ン
プ
モ
デ

ル
に
と
っ
て
の
最
適
な
解
決
策

を
追
求
し
て
い
く
」

「
環
境
負
荷
の
少
な
い
代
替

燃
料
を
使
用
で
き
る
２
元
燃
料

船
は
、
高
コ
ス
ト
と
供
給
の
限

界
か
ら
、
全
て
の
用
船
者
に
と

っ
て
常
に
最
適
な
解
決
策
で
は

な
い
。
脱
炭
素
化
に
は
柔
軟
な

解
決
策
が
必
要
だ
」

「
バ
イ
オ
燃
料
や
炭
素
回
収

技
術
も
、
供
給
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
整
備
さ
れ
れ
ば
実
用
的
な

解
決
策
と
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
非
効
率
な
環
境
遵
守
の
た

め
に
ト
ラ
ン
プ
モ
デ
ル
の
柔
軟

性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
、
世

界
経
済
に
と
っ
て
望
ま
し
く
な

い
」―

―
東
京
で
半
期
会
合
を
開

催
し
た
。

「
日
本
は
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
船

業
界
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

国
だ
。
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
イ
貨

物
の
主
要
な
輸
入
国
で
あ
り
、

高
品
質
の
ド
ラ
イ
バ
ル
ク
船

を
建
造
す
る
造
船
所
も
多
い
。

船
主
、
運
航
会
社
、
造
船
所
、

舶
用
機
器
メ
ー
カ
ー
、
商
社
、

ブ
ロ
ー
カ
ー
、
金
融
機
関
な

ど
多
く
の
関
係
者
が
存
在
す

る
」「１

５
０
社
以
上
の
正
会
員

の
中
に
日
本
の
船
主
が
含
ま
れ

る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。
さ
ら

に
多
く
の
日
本
の
船
主
や
運
航

会
社
が
当
協
会
に
参
加
す
る
こ

と
を
歓
迎
す
る
。
会
員
数
が
増

え
れ
ば
、
業
界
の
声
が
Ｉ
Ｍ
Ｏ

な
ど
に
届
き
や
す
く
な
る
は
ず

だ
」「多

く
の
会
員
企
業
に
と
っ

て
、
日
本
は
第
二
の
故
郷
と
言

え
る
。
わ
れ
わ
れ
は
日
本
で
船

舶
を
建
造
し
、
日
本
の
船
主
や

用
船
者
、
金
融
機
関
と
ビ
ジ
ネ

ス
を
行
っ
て
き
た
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
、
紅

海
問
題
な
ど
に
起
因
す
る
諸
問

題
に
対
処
す
る
に
は
共
通
の
声

が
必
要
だ
。
日
本
の
船
主
と
協

力
し
、
業
界
全
体
の
発
展
を
目

指
す
」

ド
ラ
イ
船
の
安
全
品
質
向
上
へ

In
terview

国
際
海
運
団
体

　
　
ト
ッ
プ
に
聞
く

ド
ラ
イ
貨
物
輸
送
の
国
際
団
体
、
国
際
乾
貨
物
船
主
協

会
（
イ
ン
タ
ー
カ
ー
ゴ
）
は
５
月
に
東
京
で
半
期
会
合
を

開
催
し
た
。
来
日
し
た
デ
ィ
ミ
ト
リ
オ
ス
・
フ
ァ
フ
ァ
リ

オ
ス
会
長
（
フ
ァ
フ
ァ
リ
オ
ス
・
シ
ッ
ピ
ン
グ
社
長
）
に

イ
ン
タ
ー
カ
ー
ゴ
の
役
割
な
ど
を
聞
い
た
。

（
聞
き
手

山
田
智
史
）

2ドライデル、ＢＣ13隻保有
3日通、医薬品海上輸送拡大
4【記者の視点】不安定化する世界経済
5【グラフ】トヨフジ海運、アジア環境フラッグ
シップ進水

る
。「大

半
の
銀
行
が
高
水
準
の
Ｌ
Ｔ
Ｖ
の
融
資
に
消
極
的

だ
っ
た
た
め
、中
国
、韓
国
、

日
本
で
Ｓ
＆
Ｌ
Ｂ
取
引
が

急
速
に
拡
大
し
、
フ
ァ
ン

ド
が
主
導
す
る
多
様
な
形

態
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
融
資

も
増
加
し
た
」（
ペ
ト
ロ
フ

ィ
ン
）

銀
行
の
融
資
を
巡
っ
て

は
、
海
運
各
社
が
金
利
の
高

い
既
存
ロ
ー
ン
の
期
限
前
返

済
を
進
め
た
こ
と
で
、
各

行
は
残
高
の
維
持
に
苦
戦

し
、
競
争
激
化
と
利
ざ
や

の
押
し
下
げ
圧
力
に
直
面
し

た
。ペ

ト
ロ
フ
ィ
ン
は
上
位
40

行
以
外
を
含
め
た
、
全
世
界

の
銀
行
の
23
年
末
時
点
の
船

舶
融
資
残
高
を
３
７
５
０
億

㌦
（
約
59
兆
円
）
と
推
定
。

さ
ら
に
リ
ー
ス
や
株
式
市

場
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
非
銀
行

ソ
ー
ス
を
含
め
た
船
舶
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
総
額
は
６
０
０
０

億
㌦
（
約
94
兆
円
）
に
達
し

て
い
る
模
様
。

「
ノ
ン
バ
ン
ク
の
貸
し
出

し
が
こ
こ
数
年
、
銀
行
融
資

よ
り
も
か
な
り
高
い
伸
び
を

示
し
て
い
る
」（
ペ
ト
ロ
フ

ィ
ン
）

ペ
ト
ロ
フ
ィ
ン
は
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
、「
25
年

に
施
行
さ
れ
る
銀
行
資
本

規
制
『
バ
ー
ゼ
ル
Ⅳ
』
に

よ
り
、
世
界
の
銀
行
業
界

の
競
争
力
が
試
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

す
。

上
位
40
行
の
地
域
別
残
高

は
、
欧
州
が
前
年
比
１
％
減

の
１
４
１
０
億
㌦
と
な
り
、

上
位
40
行
に
占
め
る
シ
ェ
ア

が
49
・
７
％
と
な
っ
た
。
欧

州
の
シ
ェ
ア
が
５
割
を
下
回

る
の
は
、
ペ
ト
ロ
フ
ィ
ン
が

船
舶
融
資
ト
ッ
プ
40
行
の
公

表
を
開
始
し
た
10
年
以
降
で

初
め
て
。

英
国
が
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
の
急
速

な
残
高
縮
小
に
よ
り
、
ほ
ぼ

半
減
し
た
ほ
か
、
北
欧
と
オ

ラ
ン
ダ
も
減
少
。
一
方
、
ギ

リ
シ
ャ
の
金
融
機
関
が
13
％

増
の
１
５
０
億
㌦
と
大
き
く

伸
長
し
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル

ギ
ー
も
増
加
し
た
。

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
は

着
実
な
成
長
を
示
し
、
融
資

残
高
は
前
年
比
６
％
増
の
１

２
７
９
億
４
０
０
０
万
㌦
と

な
っ
た
。
シ
ェ
ア
は
２
㌽
増

の
45
％
に
達
し
、
欧
州
に
迫

り
つ
つ
あ
る
。

■
リ
ー
ス
拡
大

ペ
ト
ロ
フ
ィ
ン
の
分
析
に

よ
る
と
、
23
年
の
新
造
船
市

場
で
は
、
船
価
上
昇
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
（
液
化

石
油
ガ
ス
）船
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ（
液

化
天
然
ガ
ス
）
船
、
タ
ン
カ

ー
、
自
動
車
船
、
コ
ン
テ
ナ

船
で
発
注
が
増
加
し
た
が
、

銀
行
融
資
で
は
な
く
リ
ー
ス

に
よ
る
資
金
調
達
が
拡
大
し

た
。ペ

ト
ロ
フ
ィ
ン
は
、
船
舶

分
野
で
リ
ー
ス
や
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
融
資
（
伝
統
的
な
銀

行
融
資
や
債
券
、
株
式
発
行

と
は
異
な
る
資
金
調
達
手

段
）
が
増
加
し
た
主
因
と
し

て
「
特
に
大
規
模
で
財
務
的

に
強
い
リ
ピ
ー
ト
顧
客
に
対

し
て
、
リ
ー
ス
や
フ
ァ
ン
ド

が
提
供
す
る
Ｌ
Ｔ
Ｖ
（
担
保

価
値
に
占
め
る
ロ
ー
ン
残

高
の
割
合
）
が
70
―
75
％

以
上
と
高
い
」
こ
と
を
挙
げ

ギ
リ
シ
ャ
の
船
舶
金
融
調
査
会
社
ペ
ト
ロ
フ
ィ
ン
・
リ
サ
ー
チ
の
集
計
に
よ
る
と
、
船
舶
融
資
を
手
掛
け
る
世
界
主
要
40
行
の

２
０
２
３
年
末
の
船
舶
融
資
残
高
は
前
年
比
０・５
％
増
の
２
８
４
２
億
７
０
０
０
万
㌦
（
約
44
兆
７
５
４
０
億
円
）
と
な
っ
た
。

邦
銀
は
国
別
で
最
多
の
12
行
が
ラ
ン
ク
イ
ン
し
、
シ
ェ
ア
22
％
を
占
め
た
。
ペ
ト
ロ
フ
ィ
ン
は
「
世
界
の
船
舶
金
融
に
お
い
て
、

日
本
が
よ
り
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
」
と
指
摘
し
、
特
に
「
セ
ー
ル
＆
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
（
Ｓ
＆
Ｌ
Ｂ
、
売
買
後
の
再
貸
船
）

の
急
増
」
を
要
因
に
挙
げ
て
い
る
。

邦
銀
最
多
12
行

Ｓ
＆
Ｌ
Ｂ
で
存
在
感

シ
ェ
ア

２

割

船舶融資上位40行

【
中
部
】
国
土
交
通
省
と

環
境
省
は
17
日
、
２
０
２
４

年
度
の
海
事
分
野
に
お
け
る

脱
炭
素
化
促
進
事
業
で
、
ト

ヨ
フ
ジ
海
運
の
メ
タ
ノ
ー
ル

燃
料
船
運
航
事
業
を
採
択
し

た
と
発
表
し
た
。
メ
タ
ノ
ー

ル
燃
料
に
よ
る
航
行
に
必
要

な
装
置
と
省
Ｃ
Ｏ
２
（
二
酸

化
炭
素
）
排
出
機
器
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
る
脱
炭
素
化

を
目
指
し
、
事
業
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
支
援
す

る
。ト

ヨ
フ
ジ
海
運
の
「
低
・

脱
炭
素
（
メ
タ
ノ
ー
ル
）
燃

料
シ
ス
テ
ム
搭
載
内
航
Ｒ
Ｏ

Ｒ
Ｏ
船
運
航
事
業
」
を
採
択

し
た
。
事
業
は
メ
タ
ノ
ー
ル

焚だ

き
二
元
燃
料
低
速
主
機
関

を
導
入
す
る
も
の
。さ
ら
に
、

省
エ
ネ
型
風
圧
抵
抗
低
減
船

型
、
高
効
率
可
変
ピ
ッ
チ
プ

ロ
ペ
ラ
・
抵
抗
低
減
型
高
性

能
舵
も
導
入
し
て
Ｃ
Ｏ
２
排

出
削
減
を
実
現
す
る
。
同
社

に
と
っ
て
初
の
メ
タ
ノ
ー
ル

燃
料
船
と
な
る
。

両
省
は
船
舶
か
ら
の
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
削
減
に
向
け
て
メ

タ
ノ
ー
ル
燃
料
船
の
普
及

促
進
を
図
る
た
め
、
３
―

４
月
に
メ
タ
ノ
ー
ル
燃
料

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
支
援

事
業
の
公
募
を
実
施
し
て
い

た
。

ト
ヨ
フ
ジ
内
航
Ｒ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
採
択

メ
タ
ノ
ー
ル
燃
料
導
入
支
援

国
交
省

環
境
省

BNPパリバ 21

中国輸出入銀行 19

ドイツ復興金融公庫 16

クレディ・アグリコルCIB 15

中国銀行（中国） 13

三井住友信託銀行 11

韓国輸出入銀行 11

三井住友銀行 11

ソシエテジェネラル 10

招商銀行リーシング 10

ING 10

スタンダードチャータード 9

シティ 9

UBS（旧クレディ・スイス) 8

ABNアムロ 8

伊予銀行 7

バンク・オブ・アメリカ 7

DnB 6

日本政策投資銀行 6

韓国産業銀行 6

広島銀行 5

ノルデア 5

三菱UFJ銀行 5

SEB 5

デニッシュ・シップファイナ
ンス

5

山口FG 5

OCBC 4

ユーロバンク 4

ピレウス銀行 4

アルファバンク 4

愛媛銀行 3

ギリシャ国立銀行 3

ダンスケ銀行 3

ハンブルク商業銀行 3

福岡銀行 3

百十四銀行 3

CIC 3

ナショナルオーストラリア銀
行

2

中国銀行（日本） 2

国際協力銀行 2
単位・10億㌦。23年末時点。
ペトロフィン推計

■船舶ファイナンス
主要行の船舶融資残高

イ
ン
タ
ー
カ
ー
ゴ
会
長
ディミトリオス・ファファリオス氏（中央）

竣工年 24年 25年 26年 27年 28年 29年
30年
以降

計

LNG 231 277 215 136 24 3 886

メタノール 25 63 89 42 8 227

LPG 15 18 31 41 2 107

エタン 4 11 13 15 43

水素 5 8 4 2 1 20

原子力 1 1 1 1 3 7

アンモニア 3 8 2 13

バイオ 7 11 18

■新燃料対応船の新造船発注残

3月末時点。クラークソン集計




